平成２８年度（２０１６年度）
社会福祉法人　いなほ福祉会　　
　　児童発達支援支援センター　通園めだか　事業報告書

１．利用定員と利用実績（平成２９年３月末）
　　　　　　　　　　　 定員　　　　　登録

通園めだか　　　　２０名　　　　２３名
	利用月
	4
	 5
	 6
	 7
	 8
	 9
	10
	11
	12
	 1
	 2
	 3
	　合計

	開所日数
	20
	21
	23
	23
	22
	21
	22
	22
	21
	21
	21
	20
	257日

	延利用人数
	358
	340
	430
	402
	402
	372
	426
	413
	387
	375
	418
	397
	4720人

	１日平均
	17.9
	16.2
	18.7
	17.5
	18.3
	17.7
	19.4
	18.8
	18.4
	17.9
	19.9
	19.9
	18.3人


送迎利用実績（行き１５人・帰り１５人利用）
	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３
	合計

	延利用人数
	308
	333
	385
	432
	386
	428
	507
	498
	474
	459
	491
	444
	5145人


２．職員体制
	　
	定員
	現員
	内訳

	
	
	
	常勤
	非常勤

	管理者
	１名
	１名（兼務）
	１名
	

	児童発達支援管理責任者
（センター）
	１名
	１名（兼務）
	１名
	

	児童発達支援管理責任者
（保育所等訪問支援）
	１名
	１名（兼務）
	１名
	

	保育士
	３名
	５名
	１名
	４名

	児童指導員
	２名
	１名（兼務）
３名
	１名
	３名

	指導員
	　―
	２名
	
	２名

	相談支援専門員
	１名
	１名（兼務）
	１名
	

	訪問支援員
	１名
	１名（兼務）
	１名
	

	給食調理員等
	―
	１名
	
	１名

	嘱託医
	１名
	１名
	
	１名

	送迎運転手
	―
	１名
	
	１名

	送迎添乗員
	―
	１名
	
	１名

	その他（保育補助等）
	―
	３名
	
	３名

	合　計
	１１名
	２０名
	４名
	１６名


３．事業の目的・方針・・・発達支援・家族支援・地域支援

地域の障害や発達につまずきのある児童が通所し、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付与または集団生活への適応のための訓練を行うこと＜発達支援＞や通所児童の家族に対して障害受容のサポートを行うこと＜家族支援＞を事業の目的とします。
又身近な地域における通所支援機能として、日々通所してくる児童はもとより、通所児童以外の地域の障害児やその家族を対象とした支援や保育所をはじめとする障害児を預かる施設への援助や助言をあわせて行う（保育所等訪問支援事業）など、地域の中核的療育支援施設としての役割を果たします＜地域支援＞。又児童発達支援センターの必須事業である、障害児支援利用計画（相談支援）を行い、全ての障害児者に必須となる計画相談作成の事業所として、障害者の計画相談事業と協力共同しながら地域の要望にこたえていきます。
４．営業日及び営業時間
1 営業日
　月～金曜日（年末年始・夏期休暇・春期休暇を除く）
　第１・３土曜日
2 営業時間
　　月～金曜日　　　　９：００～１５：００
　　　（毎週火曜日の午前中は親子保育）
　　第１・第３土曜日　９：３０～１１：３０
５．２８年度の重点方針の結果
①　主任を中心とした職員集団の構築と保育実践の更なる充実

２８年度は、主任を中心に保育と職員集団を作っていくというところに視点をおいて、管理者と主任との業務分担を行いました。また、家族支援については、主任と管理者がともにかかわりながら、家族支援の方法などを一緒に考え、必要な手立てをうっていくというやり方で実践してきました。
保育の課題や子どものとらえ方など、職員間で一致できるよう、通常の職員会議に加えて、月１回グループ会議を実施。グループ会議については、主任が参加しかかわる体制をとりました。また、職員会議についても、会議のレジメを主任が準備するなど、園全体を把握して考えられるように業務分担を行いました。
その中で、現場の保育に携わる職員が、困ったときには主任に聞いたり、主任が現場の保育を見てアドバイスをしたりするスタイルが構築できた１年でした。
主任が現場職員の悩みや、保育の課題を把握する中で、保育技術の面でも、おはなしを職員間で合わせる、リズム研修を企画するなど、保育実践のさらなる充実にむけて手立てをうつことができました。

②　発達相談を通して、保護者と子どもの発達課題を共有するとともに、職員の発達観を一致させていく

２８年度からは、新しい発達相談員の方に発達相談をお願いすることになり、今までとは違う視点でのアドバイスを頂き、保育を振り返る機会をつくることができました。発達相談で伺ったアドバイスを、職員会議やグループ会議を通して職員間で一致させ子どもの課題に迫った保育を行うとともに、園での姿を保護者と共有する中で、今の子どもの姿、目指す子どもの姿を、園と保護者とで一致させながら保護者との関係を構築してきました。
半期に１回の個別支援計画を作成する際には、モニタリングを実施し、保護者の希望や目指す子どもの姿を伺い、その上で園として今の課題を組み立てるというスタイルを、しっかり定着させることができました。
保護者の思いと園との思いのところでは、一致しにくいご家庭もあり、今の子どもの姿を伝えきれていない課題や、園への思い（不満や不安など）を出しきれずにいる保護者もおり、保護者との関係構築のところでは課題が見える１年となりました。
③　障がい児等療育相談支援事業開始にむけての関係機関との連携強化と地域課題への取り組み

　　　　２９年度より、障がい児等療育相談事業を通園めだかとして開始できるよう、２８年度は、「あしすと」との連携をはかりながらきた１年でした。
　　　「あしすと」の組織の全体像や、実際に実施している事業などを、具体的に教えていただき、同行できるものは同行しながら、連携をはかってきましたが、１年かけても全体像を把握するまでには、至らなかったと反省します。しかし、「あしすと」のことを理解する中で、地域の課題が見えてきた部分もあり、途切れのない支援のシステムを考える上で、「障がい児等療育相談支援事業」を受けて、「あしすと」に入ることは必要なことであるとの認識を深めることができた１年でした。
④　相談支援専門員の育成
　　　２９年４月に新しい相談支援専門員に交代できるように、相談支援専門員の資格を取得している人材を１名採用し、１年かけて相談支援業務の引継ぎと子どもの相談支援専門員としてあるべき資質の向上を図りました。
相談支援専門員としての資質の向上というところでは、保育・療育の現場に入って直接子どもの発達支援にかかわったり、保護者の学習会に参加して発達を基礎から学んだり、和歌山県側の児童発達支援管理責任者の研修にも参加して頂くなど、相談支援専門員としてつけてほしい技術や考え方を実践と学習を通して学んでいただきました。
相談支援は対人援助業務としての難しさもあるので、年度後半は、保護者との話し合いに同行したり、一緒に計画を作成したり、福祉施設の見学を行ったりしながら、徐々に引継ぎを行い２９年４月には、相談支援専門員を交代することができました。
しかしまだ、保護者の思いの理解や、子どもの発達をとらえるというところでは、専門員としての課題は残っているので、引き続き学習や実践を通して、通園の発達観や地域資源の理解を深めていきたいです。

⑤　わんぱく教室（月２回）の見直し
　　　保育所へ通っている少ししんどい子どもと、めだかの５才児を対象として実施しました。
２７年度は、兄弟も含めると１回の参加人数が２０人を超えた時もあったことと、対象児より兄弟が楽しむ姿もみられたことから、対象児が活動の中で主人公となるという本来の目的が果たされないことが反省としてあがっていました。そこで２８年度からは、対象児のみの参加とし、対象の子どもに焦点をあてたわんぱく教室を実施してきました。対象の子どもに限定したことで、兄弟が出番をとってしまうというようなことはなく、しっかり焦点を合わせた活動が展開できました。
わんぱく教室の子どもは、通園めだかを転園した子どもが大半で、保育の課題設定も、３・４・５才児の発達に合わせた内容となっていますが、２８年度は１才児の子どもが通い始めたため、保育内容の難しさを感じた１年となりました。発達につまずきのある子どもが全員通園めだかに通えるわけではなく、保護者の就労の問題などで、通いたくても通えない子どももいます。また、保育所への入所が低年齢化している現状を踏まえても、今後１・２才児で、保育所へ通いながら、わんぱく教室へ通ってくるという子どもも増えてくると思われます。今後は、わんぱく教室の中で、１・２才児・３才以上児に分けて、その発達課題に合わせた活動を組み立てるなどの必要性を感じています。
わんぱく教室参加人数（年19回開催）

	月日
	5
7
	5

21
	6

4
	7
2
	7
16
	8
6
	8
20
	9

3
	9

17
	10

1
	11

5
	11

19
	12

3
	12

17
	1

7
	1
21
	2

4
	3
4
	3

18
	合　計

	人数
	11
	10
	10
	11
	7
	11
	9
	7
	10
	3
	8
	2
	5
	14
	10
	5
	7
	9
	6
	155人


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均参加人数8.15人
　⑥　転園児・卒園児の保護者集団作りと必要な社会資源の模索
　　　　紀宝町より、障がい児の学童保育を開所してもらいえないかという打診があるくらい、地域の学齢期の子どもの福祉サービスが不足している現状があります。
通園めだかとして、すぐに開所をするのは難しいですが、地域にどれくらいのニーズがあるのかを把握し、困っている家庭に対してセンターとして何ができるかを考える上でも、卒園児・転園児の保護者の集団作りをし話し合う機会を作る中で、必要な社会資源の模索をしたいと考えていましたが、２８年度はわんぱく教室以外での保護者集団作りはできませんでした。
２９年度、通園めだか１０周年ということもありますので、保護者が一堂にかいする機会を作って、地域の課題について、保護者の意見も伺いながら考えていきたいです。
６．利用者への福祉サービス
（１）日課（月～金曜日）
    　　　　 9:00  　  10:00      11:15      12:45    14:00    14:15    15:00
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	


登園　  　散歩・製作　　給食　　　　午睡  　　起床　　おやつ 　あつまり
　　　　　　自由遊び　 音楽リズム等　　　　着替え　　　         着替え　　　　降園
日課（第１・３土曜日）わんぱく教室
　　　　　9：30　登園　　　　10：00　あつまり・活動　　　　11：30　降園
（２）保育・療育支援

＜ねらい＞　
子どもは、ほぼ毎日、１日６時間程、母親と離れ、保育者による配慮と適切な指導や援助をうけながら、生活や遊びを通して、生活のリズムや基本的な生活習慣などの確立をめざし、乳幼児期の豊かな育ちを保障します。
保護者・家族とともに、行事や学習会を通し、育ち合う保育をめざします 。
＜内　容＞
　　①道具を使った遊びや活動や、また毎日の散歩や外遊び、音楽リズム、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを多くとりいれた保育・療育を実施しました。
　　②子ども自身が見通しを持ってわかって楽しめ、生活リズムをつけ、食事・排泄・睡眠など基本的な生活習慣を身につける保育・療育を実施しました。
③就園や就学について保護者とともに考え、見学や体験などの取り組みを実施しました。

（３）親子保育の実施、保護者学習会・保護者懇談会の開催
・毎週火曜日　９時から１１時まで親子保育を実施しました。
・定期保護者会を年７回(６月・７月・９月・１１月・１月・２月・３月)実施し、保護者と情報共有を行い、保護者の意見を積極的に聞く機会を設けました。
・年１回家庭訪問（５～６月）と年１回個人懇談（１０月～１２月）を実施し、子どもの生活環境や家庭での困りごと、園への要望や悩みなどの把握に努めました。
・保護者学習会を通園くじらや通園らっこと共に下記のとおり開催しました。
　　　 《保護者学習会》


５月　保護者学習会「通園のあゆみ・保育の説明」

６月　保護者学習会「発達の学習会①」

６月　保護者学習会「就学した先輩のはなし」

７月　保護者学習会「発達の学習会②」

８月　保護者学習会「転園した先輩のはなし」

９月　保護者学習会「発達の学習会③」

１２月　保護者学習会「いなほ福祉会バスツアー」

　　　　　　　　１２月　保護者学習会「発達の学習会④」　　

１月　保護者学習会「福祉制度について」

　　　　　　　

（４）その他必要な支援

・園での発達相談の開催（年１回）

・市町による発達相談（二次健診）への資料提出と同行。

・個別療育（言語療法・作業療法・理学療法）への同行

・個別相談（巡回相談・おれんじこども相談）への同行。

・必要に応じて、医療機関受診時の資料提出。

　（５）健康管理

　　学校保健安全法施行規則に基づき、下記のとおり実施しました。
・年２回小児科嘱託医による健康診断　　
・年１回三重県歯科医師会による歯科健診　　　　
・年１回ぎょう虫検査と検尿
・三重県立盲学校の先生による、視力検査の実施（年１回）

（６）送迎サービス
事業実施区域内の希望者全員の完全送迎を実施しました。保護者の希望をきき、送迎利用契約等を結んだ上で、実施しました。（送迎人数の実績は、事業報告書１Pに記載）
送迎費については、片道１０００円・往復２０００円を頂き、非課税世帯については無料としました。

　（７）給食サービス
　１食につき２００円（おやつも含め）の個人負担で実施しました。（非課税世帯については１食４０円）

毎月、保育士と調理員によって献立を調整し、栄養面も考えながら子どもが喜んで食べる給食メニュー作りを工夫しました。また、年１回、給食参観・嗜好調査を行い、献立に反映しました。
７．諸記録の整備
保育日誌・個人記録・期のまとめ・個別支援計画・相談記録・同行記録・発達相談報告書等、子どもに関する全ての情報を記録し、発達支援に役立つよう整備しました。
８．利用者・家族のプライバシーの確保

　人権擁護の立場から個人のプライバシーの保護並びに配慮を徹底しました。
　職員は正当な理由なく、その業務上知り得た利用者及び家族の秘密を第三者に漏らしてはならない。更に職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべき旨を、職員との雇用契約に明記するなど必要な措置を講じてきました。
９、緊急時の対応
利用児が怪我や発熱、その他緊急事態が生じた時には、応急処置を行い、管理者と相談の上で速やかに家族に連絡し、必要に応じて医療機関へ受診するなど適切な対応を行ないました。２８年度は、大きな怪我もなく１年を終えることができました。
１０、事故発生時の対応
事故が発生した場合は、県、市町村及び家族等に連絡を行なうとともに必要な措置を講じ、事故の状況及び事故に際して取った処置について記録するものとします。
また、万一の事故に備え、損害保険に加入し、賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を適切かつ速やかに行うものとします。
１１、非常災害対策（安全管理）
　防火責任者は、非常災害に関する具体的な計画を立て、職員に周知徹底を図るとともに、避難経路の確認を行いました。又、天災及びその他の災害が発生した場合、職員は利用者の避難等適切な措置を講じることができるよう、消防署の指導の下、あらゆる場面を想定し、避難、救出その他必要な訓練を定期的に行いました。
２８年度は、初めて紀宝警察署の指導により不審者対応の訓練を実施しました。
・避難訓練の実施　　（１ヶ月に１回）
・消防設備等の点検　（１年に２回）
・通報訓練　　　　　（１年に２回）
　・不審者対応訓練　　（１年に１回）

　・救命救急講座　　　（１年に１回）

１２、虐待防止・人権擁護のための措置
利用者の人権擁護・虐待防止等に対応するため、責任者及び推進委員の配置、相談窓口の設置等苦情解決体制に整備を行い、平成28年6月25日に行われた法人主催の虐待防止研修に出席し、欠席者は、翌日伝達研修を行い、全ての職員が理念を理解できるようにしました。
毎月１回の虐待チェックリストの記入を、全職員交代で実施し、虐待防止と人権擁護の意識の向上と自己確認を行いました。　
１３、苦情解決のための措置
　利用者家族からの苦情に迅速かつて適切に対応するため、相談窓口の設置その他の必要な措置を講じました。
　　　苦情解決責任者　　　　　　下口　公未佳　　　　　
　　　苦情解決担当者（受付）　　仲　　さより　　　　　
　　　第三者委員　　　　　　　　紀宝町福祉課　　　　　
苦情になる前に対処するべく、保護者との懇談会や話し合い等の中で出た意見に対して、打てる手だてを打ち保護者にお返ししていくことを、丁寧に行ってきました。
保護者から個別で園へ話があった事柄については、苦情として挙げ、双方の話し合いの元、解決してきました。
《苦情解決実績報告》

	受付日
	申出人
	苦情の内容
	解決方法

	７月２６日
	保護者
	子ども同士のトラブル（ケガ）が続いていることについて
	園として取り組める手立てをうち、ケガを減らすことで解決した

	８月１９日
	保護者
	職員の保護者への対応の仕方と態度について
	職員への指導で解決した

	１０月３１日
	保護者
	職員の保護者への対応の仕方と態度について
	職員への指導で解決した

	１１月　２日
	紀宝町福祉課
	保護者より、通園めだかでの対応の仕方が気になったと、紀宝町福祉課に話があった。苦情でもなく、指導をしてほしいということでもなかったとのこと。
	苦情ではないが、事実確認を実施。紀宝町福祉課が通園めだかと第３者の聞き取りを行い、その内容を保護者に報告して、解決となる

	　３月　６日
	保護者
	子ども同士のトラブル（ケガ）について
	園として取り組める手立てをうち、ケガを繰り返さないことで解決した


いずれも、第３者への報告は希望されず、話をきいて園としての対応策を提示することで解決しました。

１４、職員（援助者）の援助技術の向上
　　　 　《職員研修》
	日　程
	研修内容
	参加人数

	　５月２１日（土）
	障保連総会＋中村隆一氏講演会
	２名

	５月２９日（日）
	障がい福祉サービス事業所等基礎研修
	１名

	　６月２５日（土）
	いなほ福祉会　虐待防止・人権擁護研修
	１６名

	　６月２５日（土）
	いなほ福祉会　通園分野職員研修
	１５名

	　７月　９日（土）
	障保連　新人職員研修
	２名

	７月２１日（木）
	パソコン研修
	１０名

	　７月２６日（火）
	障害者の自立にむけて
	１名

	　８月　１日（月）
	算数障がいの子どもたちの学習支援
	２名

	　８月　８日（月）
	保育の場面で見る自閉症スペクトラム児の特徴と支援の仕方
	５名

	　８月　９日（火）
	子どもの発達支援講座
「子どもの基本的な発達段階」
	１名

	　９月　４日（日）
	全障研　発達保障セミナー
	１名

	　９月　７日（水）
	防犯訓練
	７名

	　９月２１日（水）
	神経心理学から見た発達障害の特徴について
	４名

	　９月２６日（月）
	三重県障害児通園施設等連絡協議会

公開保育
	１名

	　９月３０日（金）
	三重県相談支援従事者専門コース別研修
	２名

	１０月　１日（土）
	障保連　職員研修
	２名

	１０月５日～７日
	三重県相談支援従事者現任研修
	１名

	１１月１２日（土）
	障保連　連続講座１
	１名

	１１月１５日（火）
	山本翔太先生　職員研修
	２名

	１１月１５日（火）
	防火管理者講習
	１名

	１１月１８日（金）
	児童発達支援管理責任者　研修
	１名

	１１月１９日（土）
	かぜのこの職員によるリズム研修
	９名

	１１月１９日（土）
	発達障害・愛着障害について
	２名

	１２月１５日～１６日
	児童発達支援管理責任者　研修
	１名

	　１月１４日（土）
	障保連　連続講座３
	２名

	　１月１６日（月）
	谷さん福祉制度の学習会
	７名

	　１月２７日（金）
	三重県障害児通園施設等連絡協議会

研修会
	１名

	　１月２８日（土）
	障保連　連続講座４
	１名

	　２月　２日（木）
	人権講演会　「障害」とは何か
	１名

	　２月　３日（金）
	生活の質の向上と静的弛緩誘導法
	１名

	　２月１０日（金）
	トラウマと愛着障害について
	５名

	　２月１１日（土）
	子どもの発達支援講座

「合理的配慮について」
	３名

	　２月２７日（月）
	三重県障害児通園施設等連絡協議会

研修会
	２名


　　　　　
　　《情報共有・議論の場》

　　　　　 　　　職員会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月３回

　　　　　　　　 発達相談報告によるケースカンファレンス　　　　　　　　　随時
　　　　　　　　 グループ会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月１回

　　　　　　　　 モニタリング会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間２回

　　　　　　　　 個別支援会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間２回

　　　　　　　　 運動会・生活発表会後の総括および年間保育総括　　　　年間３回

　　　　　 　　　日々の保育の反省　職朝・昼礼　　　　　　　　　　　　　　毎日

上記のように、研修への参加・情報共有・議論の場を設け、職員間で意見を出し合いながら、めだかの保育を自分たちで作っていくという思いのもと、１年間進めてきました。
特に、職場を代表して研修に行った場合には、後日の職員会議の中で必ず報告する機会を設け、研修に参加していない職員にも学んできたことを共有してもらう機会を保障しました。
また、主任を中心に保育技術向上に向けた研修を計画するなど、保育面での向上を図りました。

正規職員は、人事考課を実施しました。
１５、事務・財務管理
（1） 会計処理の適正化を図りました。
小口は、毎週水曜日に事務センターが来所し処理を行っています。
（2） 請求事務の効率化・適正化を図りました。
出席管理票の実務を行い、事務センター担当職員にメールで送信しました。
（3） 経費の省力化をはかりました。
節電や消耗備品の経費の節減に取り組みました。
１６、その他の業務
①関係市町の親子教室への保育士派遣を通して、保護者や子どもとの信頼関係を築き、次の集団選択を一緒に考えフォローを行いました。
    市町村親子教室実績：紀宝町（月２回）　　　　　年間　２２回開催
熊野市・御浜町（月２回）　年間　２４回開催
　②三重県障害児通園施設連絡協議会へ結集し研修委員として、その一翼を担ってきました。
　③地域との協力に努めました

　　地区の草刈りや、防災会議に参加し、また夏まつりを行動で開催する等、地域との交流に努めました。

　資料　　主な行事
	日　程
	内　容

	４月　６日（水）
	入園式

	　４月２６日（火）
	春の遠足（寺谷公園）

	　６月１９日（日）
	家族参観

	　７月２２・２３日
	５才児お泊り保育

	８月　６日（土）
	夏まつり（鮒田区と共催）

	　８月１１～１５日
	夏休み

	　９月５～９日
	保育開放週間

	１０月１６日（日）
	運動会

	１２月２０日（火）
	クリスマス会

	12月29日～1月3日
	冬休み

	２月１９日（日）
	生活発表会

	　３月　７日（火）
	お別れ遠足（くろしお公園）

	３月２８日（火）
	卒園式

	３月２９日（水）
	転園児お別れ会・保育修了日

	３月３０・３１日
	春休み


